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１　事業所の概要

〇

２　温室効果ガスの排出状況等
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３　温室効果ガスの排出抑制に関する取組
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事業者温室効果ガス削減報告書概要（第一計画期間）　  第 2 年度分

事 業 者 の 名 称 イオン東北株式会社

事 業 所 の 名 称 イオン仙台中山ショッピングセンター

目標年度

事 業 所 の 所 在 地 宮城県仙台市泉区南中山一丁目35番40号

主 た る 事 業 各種商品小売業

事業者の該当要件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者

条例第2条第5号ロに該当する特定事業者

条例第2条第5号ハに該当する特定事業者

条例第15条第1項に該当する一般事業者

年度
目標排出量 3,469 目標原単位 107.185

削減率 3.00 削減率

温 室 効 果 ガ ス
排 出 抑 制 の
た め の 基 本 方 針

当社は、低炭素社会の実現のため、すべての事業活動における温室効果ガスの排出削
減に取り組みます。
【基本方針】
1.店舗におけるエネルギー効率を継続的に改善します。
2.商品のサプライチェーン全体で削減に取り組みます。

温 室 効 果 ガ ス の
削 減 目 標

基準年度 基準排出量 3,576 基準原単位 110.5

目標年度 2022

排出量等の
増減理由

新型コロナ対策による外気導入、換気実施により、空調用電気及びガス使
用量が増加したため。

温 室 効 果 ガ ス の
排 出 状 況

第１年度 2020 年度
排出量 3,610

第２年度 2021 年度
排出量 3,597 排出原単位 111.1

削減率 -0.59 削減率

排出原単位 111.5

削減率 -0.96 削減率

排出量等の
増減理由

基本対策の実施状
況

基準年度

第１年度

排出量等の
増減理由

第1年度同様、新型コロナ対策により、空調用電気及びガス使用量が増加し
たため。

第３年度 2022 年度
排出量 排出原単位

削減率

実施状況の
説明等

新型コロナ対策による外気導入、換気実施によ
り、空調用電気及びガス使用量が増加したた
め。

第２年度
実施状況の

説明等

お客様の快適性を損なわない範囲での店内温
度設定、お買い物に支障のない明るさまで照明
器具の間引きを実施。

第３年度
実施状況の

説明等

削減率

（事業所等用）
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デマンド管理 実施済

冷温水ポンプの回転数制御、自動流量制御 実施済

商品や原料輸送時の省エネ 実施済

エコドライブ教育実施 未実施

選 択 対 策 の
実 施 状 況

実施済

熱源設備 冷却水の水質管理 実施済

そ の 他 の 対 策 の
実 施 状 況

項目 具体的な取組内容 実施状況

環境マネジメントシステム
の導入

「ISO14001」を取得 実施済

項目 実施状況

エネルギー使用量の見える化（前年度比較） 実施済

エネルギー使用量の見える化（分計による課題発見） 実施済

外気冷房 実施済

熱源設備 冷却水温度の適正管理

森林の保全・緑化の推進 お客さまとともに「イオンの森循環プログラム」 実施済

その他地球温暖化を防止
する対策の実施

電気自動車充電ステーションの設置 実施済

SBTやRE100等の国際的
な気候変動イニシアティブ
など脱炭素経営への取組

「RE100」に参画。また、「気候関連財務情報開示
タスクフォース（TCFD）」提言への賛同を表明い
たしました。

実施済

廃棄物削減対策の実施
容器包装資材の使用量削減
プラスチック容器削減への取り組み
食品ロス削減キャンペーンを展開

実施済

（事業所等用）


